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春
季
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

環
境
部

平
素
は
地
域
の
環
境
美
化
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

恒
例
の
「
春
季
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作

戦
」
を
５
月
20
日
実
施
し
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
若
干
肌
寒
く

は
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
住
民
の
方
々

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
は
街
を

一
時
的
に
き
れ
い
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ

捨
て
も
少
な
く
な
る
と
い
う
相
乗
効
果
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

住
民
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
き
れ
い

な
街
に
な
り
ま
し
た
。
通
勤
、
通
学
な
ど

住
民
の
皆
さ
ん
は
気
持
ち
よ
く
出
か
け
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

秋
に
も
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
が
あ

り
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
々
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

青
パ
ト
交
通
防
犯
講
演
会

開
催
の
ご
案
内

安
全
部

川
西
警
察
署
の
ご
協
力
に
よ
り
左
記
要

領
に
て
開
催
し
ま
す
。
是
非
と
も
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

尚
、
当
日
の
講
習
参
加
者
に
は
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
者
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

日

時

６
月
22
日
（
金
）

午
後
２
時
～
４
時

場

所

第
２
自
治
会
館

清
和
台
で
は
、
平
日
２
回
青
パ
ト
で
地

域
全
体
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

月
１
回
程
度
、
運
転
者
か
同
乗
者
と
し

て
ご
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

兵
庫
県
功
労
者
表
彰

小
山

敏
明

さ
ん
（
西
４
）

自
治
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会

杉
山

奏
太

君

清
小
１
年

杉
山

春
樹

君

清
小
５
年

岸
本

日
向

君

南
小
６
年

８
月
、
兵
庫
県
代
表
と
し
て
出
場

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ体

育
部

雨
天
延
期
で
２
週
間
遅
れ
の
5
月
27
日
、

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

打
っ
て
変
わ
っ
て
の
快
晴
!!

少
し
暑
い
く
ら
い
で
し
た
が
ハ
イ
キ
ン

グ
日
和
と
な
り
ま
し
た
!!

今
回
は
、
「
新
し
く
で
き
た
川
西
イ
ン

タ
ー
線
」
「
あ
じ
さ
い
寺
で
有
名
な
頼
光

寺
」
「
新
緑
の
う
ぐ
い
す
池
公
園
」
を
メ

イ
ン
と
し
て
、
中
央
公
園
を
出
発
。

川
西
イ
ン
タ
ー
線
を
歩
き
頼
光
寺
へ
。

そ
の
後
、
う
ぐ
い
す
池
公
園
で
昼
食
を
と

り
、
新
し
い

道
で
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

全
長
約
13

Ｋ
ｍ
の
コ
ー

ス
を
た
く
さ

ん
の
方
と
楽

し
く
歩
き
ま

し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



役
員
会
だ
よ
り
（
４
０
０
号
）

開
催
５
月
20
日

[

議
題
報
告
事
項]

・
３
自
治
会
情
報
交
換
会

６
月
23
日

大
和
自
治
会
で
開
催

・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催
（
既
報
）

・
水
路
清
掃

７
月
予
定

・
猪
名
川
物
流
セ
ン
タ
ー
工
事
に
よ

る
土
砂
粉
塵
問
題
で
施
工
業
者
に

調
査
申
し
入
れ

（
４
面
参
照
）

・
自
治
会
会
員
加
入
促
進
の
件
は
三

役
会
で
検
討

・
周
回
道
路
歩
道
の
敷
石
点
検
（
５

月
17
日
）

市
担
当
者
、
市
会
議
員
、
自
治
会

役
員

[

各
部
報
告]

（
総
務
部)

・
新
旧
部
長
引
継
会
議
、
総
会
、
臨

時
役
員
会
の
準
備
、
受
付
、
片
付

け
、
議
事
録
作
成

・
総
会
、
臨
時
役
員
会
の
資
料
作
成

印
刷

・
総
会
決
定
事
項
印
刷

(

広
報
部)

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」

２
７
６
号
発
行

・
掲
示
板
管
理

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ

(

環
境
部
）

・
公
園
管
理

①
中
央
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ン
ド
南
東

排
水
升
詰
り

公
園
緑
地
課
で
改
修

②
各
公
園
の
ベ
ン
チ
の
劣
化

経
年
劣
化
で
ネ
ジ
止
め
効
か
な

い
、
又
は
ネ
ジ
な
し
（
大
畑
公

園
、
東
池
公
園
）

木
製
ベ
ン
チ
は
経
年
劣
化
で
さ

さ
く
れ
、
欠
け
や
コ
ケ
が
多
い

・
住
民
よ
り
の
要
望

①
清
中
東
側
松
の
木
２
本
立
枯
れ

（
４
面
参
照
）

②
中
央
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ン
ド
南
東

フ
ェ
ン
ス
破
損

金
網
を
修
理

・
資
源
回
収

①
４
月
実
績

67
・
61
ト
ン

（
前
年
同
月
比
１
０
２
・
１
％
）

②
１
～
４
月
分
奨
励
金
交
付
申
請

・
さ
く
ら
祭
り

抽
選
会
参
加
者

５
０
３
名

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
４
月
度
慶
弔
関
係

結
婚

１
件
、
新
生
児

０
件

お
悔
や
み

３
件

・
社
協
社
資
募
集

（
３
面
参
照
）

(

文
教
部)

・
あ
い
さ
つ
運
動
の
横
断
幕
を
中
央

公
園
フ
ェ
ン
ス
に
取
り
付
け

公
民
館
の
幟
、
注
水
台
及
び
ポ
ー

ル
購
入
し
取
替
完
了

（
体
育
部
）

・
春
の
ハ
イ
キ
ン
グ

準
備
、
コ
ー
ス
下
見

５
月
27
日
実
施
（
１
面
参
照
）

・
春
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
３
面
参
照
）

・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
参
加

（
４
面
参
照
）

(

安
全
部
）

・
青
パ
ト
講
習
会
（
１
面
参
照
）

・
防
犯
カ
メ
ラ

４
号
基
10
号
基
更
新
要

６
号
基

警
察
照
会
対
応

12
号
基

サ
ブ
グ
ラ
ン
ド
方
面
増

設
要
望
有
り
検
討

・
中
央
公
園
フ
ェ
ン
ス
横
断
幕
補
修

・
西
３
の
安
全
灯
不
点

修
理
完
了

・
東
５
県
道
沿
い
法
面
イ
ノ
シ
シ
の

掘
り
返
し
に
よ
り
崩
れ
る

県
土
木
課
現
場
確
認
（
5
月
16
日
）

・
東
３
で
放
置
車
両
あ
り

交
番
に
報
告

調
査
中

（
会
館
運
営
部
）

・
会
館
空
調
機
改
修
（
１
・
３
・
４
）

夏
前
に
改
修
工
事
予
定

・
第
３
自
治
会
館

ホ
ー
ル
２
誘
導
灯
不
良

修
理
依
頼

ホ
ー
ル
１

窓
の
鍵
緩
み
補
修

駐
車
場
コ
ー
ン
破
損

交
換

・
第
５
自
治
会
館

駐
車
場
フ
ェ
ン
ス
破
損

補
修

せいわだいにゅ～す 平成３０年６月３日（２）



春
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

コ
ミ

体
育
部
会

５
月
26
日
清
南
小
で
開
催
。

残
念
な
が
ら
今
年
は
参
加
者
が
少

な
く
、
約
１
０
０
名
で
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
と
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
体
育
館
で
フ
ァ
ミ

リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
行
い
ま
し
た
。

少
人
数
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
な

雰
囲
気
の
中
試
合
を
楽
し
み
ま
し
た
。

※
お
知
ら
せ

プ
ー
ル
開
放
監
視
員
募
集

夏
休
み
に
両
小
学
校
で
プ
ー
ル
開

放
を
行
な
い
ま
す
。

今
年
も
監
視
員
の
募
集
を
行
い
ま

す
。
挟
み
込
み
の
チ
ラ
シ
を
参
照
の

上
、
多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

第
１
回

運
営
委
員
会
（
５
月
27
日
）

議

題

市
長
訪
問
報
告

①

新
名
神
開
通
後
の
調
査
の
件

石
道
～
畦
野
県
道
７
２
１
号
線
と

川
西
～
篠
山
県
道
12
号
線
の
交
通
量

増
。
通
学
路
で
も
あ
り
、
交
通
調
査
、

環
境
調
査
、
安
全
対
策
を
市
議
会
特

別
委
員
会
と
一
緒
に
県
へ
要
望
書
提

出
を
検
討

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
負
担

小
学
生
は
６
年
間
は
、
年
２
回
接

種
が
必
須
で
す
。
１
回
３
、
０
０
０

円

の
費
用
で
、
６
，
０
０
０
円
。

子
ど
も
の
人
数
に
よ
っ
て
は
、
金

額
負
担
が
大
き
い
。
検
討
を
依
頼

各
種
団
体
報
告

清
和
台
幼
稚
園

４
・
５
歳
児

38
名

清
和
台
小
学
校

１
年
生

45
名

全
校
生

３
０
３
名

清
和
台
南
小
学
校

１
年
生

48
名

全
校
生

３
５
８
名

以
上
の
園
児
、
児
童
で
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
、
登
下
校
等
の

見
守
り
お
願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
会

会
員
募
集
し
て
い
ま
す

（３） せいわだいにゅ～す 平成３０年６月３日

新
入
会
員
（
敬
称
略
）

（
５
月
度
）

上
田

勇
介

西
１

山
西

鷹
太

東
１

下
陣

敦

西
３

幸(Co)-ウォーキング 安全部
これからの予定（６月・7月）

開催日 区域 集合
９日(土) 住宅団地 ヒゼンコ ・午後 ４時
10日(日) ファミール他 東4緑地 ・午後 ４時
23日(土) 東４・５ 雨堤公園 ・午前10時
24日(日) 西３～５ 西駒谷 ・午前10時
７日(土) 西１・２ 東池公園 ・午前10時
７日(土) 住宅団地 ヒゼンコ ・午後 ４時
８日(日) ファミール他 東4緑地 ・午後 ４時

約１時間歩きます 雨天中止

市
社
会
福
祉
協
議
会

会
員
会
費
募
集
実
績
報
告

福
祉
・
保
健
部

件
数

２
、
５
３
８
件

金
額

８
６
３
、
９
５
８
円

ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
費
の
60
％

が
清
和
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
還
元
さ

れ
、
当
地
区
の
福
祉
事
業
に
活
用
さ

れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

公
園
清
掃

若
干
名

時
給

７
５
０
円

作
業
時
間

月
３
回

３
時
間
／
回

作
業
は
機
械
を
使
用
し
な
い
公
園

内
の
除
草
、
枯
葉
や
ゴ
ミ
等
の
清
掃

と
公
園
施
設
の
点
検
作
業
で
す
。

応
募
さ
れ
る
方
は
事
務
局

（
７
９
９
ー
１
３
０
６
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り



◎
清
和
台
環
境
被
害
に
つ
い
て

５
月
初
旬
に
東
1
丁
目
の
会
員
の

方
か
ら
環
境
被
害
の
電
話
が
あ
り
ま

し
た
。
事
情
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、

今
年
は
黄
砂
が
多
い
と
思
っ
て
い
た

が
、
気
象
ニ
ュ
ー
ス
で
黄
砂
の
情
報

が
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
毎
日
砂
塵

が
降
る
の
で
お
か
し
い
と
思
い
、
物

流
セ
ン
タ
ー
の
工
事
の
影
響
で
は
な

い
か
と
思
い
つ
き
投
書
し
た
と
の
こ

と
で
し
た
。

５
月
11
日
に
施
工
業
者
に
こ
の
内

容
を
言
っ
て
、
現
場
周
辺
で
苦
情
は

出
て
い
な
い
の
か
聞
く
と
、
今
ま
で

苦
情
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
そ
う
で

す
。
そ
の
時
点
で
は
1
件
で
す
が
、

苦
情
が
出
て
い
る
以
上
調
査
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

後
日
西
1
丁
目
の
住
民
の
方
か
ら

同
様
な
投
書
が
あ
り
、
車
も
毎
日
洗

車
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
ほ
ど
ひ
ど

く
、
洗
濯
物
へ
の
付
着
も
ひ
ど
い
そ

う
で
す
。
5
月
20
日
の
役
員
会
で
こ

の
状
況
を
報
告
し
、
皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
く
と
「
黄
砂
か
と
思
っ
て
我
慢

し
て
い
た
が
確
か
に
例
年
の
何
倍
も

の
砂
塵
が
降
っ
て
き
て
い
る
」
と
い

う
人
が
東
１
～
２
か
ら
西
１
～
２
に

か
け
て
多
く
出
ま
し
た
。

市
行
政
を
通
じ
て
県
へ
も
環
境
対

策
を
要
望
し
、
情
報
で
は
環
境
調
査

を
近
く
行
う
そ
う
で
す
。

当
自
治
会
と
し
て
重
要
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

◎
松
の
木
の
倒
木
に
つ
い
て

会
員
の
方
か
ら
清
中
の
東
側
石
垣

上
の
松
の
木
が
２
本
枯
れ
て
お
り
、

そ
の
ま
た
す
ぐ
上
に
も
大
き
く
傾
い

た
長
い
木
が
あ
り
、
台
風
な
ど
強
風

時
道
路
へ
倒
れ
て
通
行
人
に
危
険
と

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

す
ぐ
公
園
緑
地
課
へ
連
絡
し
、
担

当
者
が
現
場
確
認
に
来
ら
れ
、
台
風

シ
ー
ズ
ン
前
ま
で
に
処
理
す
る
と
の

返
答
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
街
路
樹
の
立
ち
枯
れ
等
に
つ
い
て

フ
ァ
ミ
ー
ル
タ
ウ
ン
の
街
路
樹
の

立
ち
枯
れ
と
、
突
き
当
た
り
の
階
段

の
一
部
が
崩
れ
か
か
っ
て
い
る
と
の

連
絡
が
あ
り
、
市
へ
処
理
依
頼
を
し
、

終
了
し
ま
し
た
。

◎
公
園
ベ
ン
チ
老
朽
化
に
つ
い
て

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
時
、
中

央
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ン
ド
の
ベ
ン
チ
が

老
朽
化
し
て
い
る
と
の
連
絡
が
あ
り
、

市
へ
報
告
し
ま
し
た
。

環
境
部
対
応

自
治
会
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
取
り
入
れ
て
こ
そ
意
義
が
あ

る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

せいわだいにゅ～す 平成３０年６月３日（４）

学
校
安
全
協
力
員
募
集

清
和
台
小
学
校

清
和
台
南
小
学
校

平
日
の
朝
に
、
登
校
時
の
子
ど
も

の
安
全
を
見
守
っ
て
下
さ
る
学
校
安

全
協
力
員
を
募
集
し
ま
す
。

時
間
は
７
時
50
分
～
８
時
15
分
ぐ

ら
い
ま
で
で
す
。
都
合
の
つ
く
日
、

時
間
に
ご
協
力
い
た
だ
く
と
大
変
助

か
り
ま
す
。
詳
細
は
各
小
学
校
教
頭

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

清
小

７
９
９
‐
０
７
３
０

南
小

７
９
９
‐
１
２
５
４

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
３
位
入
賞

体
育
部

川
西
市
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
バ
ル

で
行
わ
れ
た
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
部
門
で

清
和
台
チ
ー
ム
が
3
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

※
底
面
に
3
つ
の
車
輪
が
つ
い
た

「
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ー
ラ
ー
」
と
呼
ば
れ

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

円
盤
を
ス
ト
ー
ン
の

代
わ
り
に
用
い
る
カ
ー

リ
ン
グ
競
技

虫
生
ダ
ム
へ
の
不
法
投
棄
を

や
め
て
く
だ
さ
い
!!

東
３
丁
目
の
通
称
『
ア
ジ
サ
イ
通

り
』
の
フ
ェ
ン
ス
と
虫
生
ダ
ム
と
の

間
に
、
以
前
か
ら
不
法
投
棄
が
あ
り
、

市
に
対
し
て
不
法
投
棄
禁
止
の
看
板

を
掲
げ
て
貰
っ
て
い
ま
す
が
、
一
向

に
減
り
ま
せ
ん
。

自
治
会
と
し
て
も
効
果
的
な
対
応

策
も
無
い
状
態
で
す
。

あ
ま
り
に
も
雑
草
が
生
え
放
題
な

の
で
、
き
れ
い
に
す
れ
ば
減
少
す
る

の
で
は
と
、
市
へ
草
刈
り
を
要
望
し

ま
し
た
。
近
日
中
に
草
刈
り
を
行
う

予
定
で
す
。

投
稿
欄



認
知
症
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

日

時

７
月
17
日
（
火
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

清
和
台
公
民
館

参
加
費

１
０
３
円
（
教
材
費
）

主

催
清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（５） せいわだいにゅ～す 平成３０年６月３日

ふ
れ
あ
い
広
場

日

時

７
月
４
日
（
水
）

10
時
30
分
～
15
時

場

所

友
楽
園

サ
ロ
ン

10
時
30
分
～

布
草
履
づ
く
り

歌
、
折
り
紙
、

お
し
ゃ
べ
り
コ
ー
ナ
ー

映

画

13
時
～

『
目

撃
』

ク
リ
ン
ト
・
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド

ジ
ー
ン
・
ハ
ッ
ク
マ
ン

※
昼
休
み
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

相
談
窓
口
、
介
護
等
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
開
設
し
て
い
ま
す

さ
ん
り
ん
し
ゃ

①
日

時

６
月
27
日
（
水
）

10
時
～
12
時

場

所

友
楽
園

内

容

ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り

持
ち
物

飲
み
物
、
ス
コ
ッ
プ
、

軍
手
な
ど

雨
天
決
行

い
き
い
き
元
気

ク
ラ
ブ
園
芸
の
皆

さ
ん
が
育
て
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

掘
っ
た
お
芋
は
蒸
か
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

②
日

時

７
月
11
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

場

所

中
央
公
園

ス
ポ
ー
ツ
21
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

内

容

プ
ー
ル
遊
び

持
ち
物

タ
オ
ル
、
飲
物
な
ど

天
候
に
よ
り
内
容
が
変
わ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象

未
就
園
児
と
保
護
者

※
参
加
費
無
料
、
予
約
不
要

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
交
流
会

障
が
い
が
あ
る
方
と
の
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。

日

時

６
月
16
日
（
土
）

14
時
受
付
、
14
時
30
分
開
演

場

所

第
５
自
治
会
館

内

容
「
歌
と
リ
ズ
ム
あ
そ
び
」

オ
ペ
ラ
、
歌
曲
演
奏
会
に
多
く

出
演
さ
れ
て
い
る
片
山
賀
子
さ
ん
、

昨
年
も
お
世
話
に
な
っ
た
大
村
奈

央
子
さ
ん
を
迎
え
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
す
。

多
く
の
方
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ

マ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

福

祉

だ

よ

り

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

４
月

跡
部

広
樹

西
２

こ
ん
に
ち
は

あ
か
ち
ゃ
ん

(

敬
称
略
）

４
月

乙
宗

美
桜

西
１

み

お

交番だより（３・４ 月度）

〈刑法犯〉 ５件
・空き巣 (１件)
・万引き (２件)
・自転車盗 (１件)
・窃盗 (１件)

〈交通事故＝人身のみ〉 ４件
・県道 西２ 車と車
・市道 東５ 車と子ども
・県道 東２ 車と車
・県道 東１ 車と車
※物損事故は非開示のため、記載不能

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座



７月28日（土）皆既月食

７月31日（火）火星大接近

８月13日（月）ペルセウス座流星群が極大

９月21日（金）月と土星が接近、金星が最大光輝

10月29日（月）水星と木星が接近

12月14日（金）ふたご座流星群

今
年
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

発電量（ＫＷｈ） 自家消費量（ＫＷｈ） 売電量（ＫＷｈ） 会館消費量（ＫＷｈ） 自給率％

28年度 11,947.5 2,215.8 9,729.3 7,481.5 160

29年度 12,338.5 1,639.2 10,698.7 4,648.9 265

発電量（ＫＷｈ） 総金額（円）

28年度 11,947.5 286,740

29年度 12,338.5 296,124

発電量に対する金額貢献度です

成木なら 石油なら

273本 2,763ℓ

環境貢献度は29年1月から12月までの累計です

環境貢献度 CO2削減 3,828kg-CO2

せいわだいにゅ～す 平成３０年６月３日（６）

六

赤
松
小
学
校

大動脈は心臓を出た直後から横隔膜まで

を胸部、横隔膜から２本の総腸骨動脈に分

枝するまでを腹部といいます。

大動脈の直径は約２㎝ですが、その直径

が胸部なら５㎝、腹部なら４㎝を超えると

破裂する危険性があり、手術が必要になり

ます。破裂する危険性があるなら、もっと

小さい内に手術を行えば良いと考えられる

かもしれませんが、手術には合併症や死亡

リスクもあり、安易には行えません。

手術には外科的手術とカテーテルによる

手術があります。当然、患者さんへの侵襲

が少ないカテーテル手術が望ましいのです

が、患者さんや動脈瘤の状態によっては外

科的手術を行わざるを得ない事もあります。

胸部大動脈瘤ができる場所により、上行、

弓部、下行と腹部大動脈瘤も合併した胸部

の４つに分類されます。４つの大動脈瘤の

中でも頭部への血管が分枝する弓部と脊髄

への血管や腎臓への血管が分枝する胸腹部

の手術は難易度が上がり、合併症も多くな

ります。

大動脈瘤は破裂する前に治療を行えば成

功率は高くなりますが、外科的手術やカテー

テル手術の合併症により寝たきりになって

しまう危険性もあります。血管外科の専門

誌に高齢者の外科手術成績は悪くないと報

告されています。しかし、私が以前調べた

ところ、成功率は髙いのですが、術後の日

常生活自立度が低下している方も多く、高

齢者での外科手術は安易に行うべきではな

いと考えます。

次回は腹部大動脈瘤のお話です。

杉田クリニック 杉田 隆彰

診察室からⅡ（47） 胸部大動脈瘤

第４自治会館太陽光発電 平成29年度結果
会館運営部

12月迄に見られる日食、月食、流星群

や惑星の大接近等の主な天文現象を紹介

し、その詳細をできる限り解説したいと

思います。

夏休みの時期には『皆既月食』、火星

大接近、ペルセウス座流星群等のビッグ

なイベントが満載です。お楽しみに。

西２ 瀬尾

天文イベント情報

※29年８月にLED照明に取替えた効果が表れています。

※


